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ポスト冷戦研究会  
2011/10/15 

関下  稔『国際政治経済学要論』（晃洋書房，2010 年）へのコメント  
 

所 康弘（千葉商科大）  
 

１．＜関下氏  著書の構成＞  
第 1 部：国際政治経済学の学説と理論  

1）  国際政治経済学（IPE）への招待  
2）  国際政治経済学で解く現代世界経済  

第 2 部：IT 化・グローバル化の進展と国際政治経済学  
3）  IT 化の進展とアメリカ経済の変貌  
4）  IT の国際政治経済学  
5）  グローバリゼーションの今日的位相  
6）  多国籍企業のグローバルネットワーク形成とクラスター制置  

第 3 部：経済摩擦・競争力強化策と国際政治経済学  
7）  日本の輸出主導型貿易立国と「日米構造協議」  
8）  国際経済システムとナショナルインタレスト  
9）  1990 年代に向かうアメリカの競争力強化策と産業再編戦略  
10）  ポスト冷戦期のアメリカの競争力強化策  
11）  21 世紀アメリカの競争力強化思想の旋回  

第 4 部：ポスト・アメリカングローバリズム時代の国際政治経済学  
12）  ポスト・アメリカングローバリズム時代の産業クラスターとグローバルシティ  
13）  オバマ政権の新外交戦略と日米同盟  
14）  危機と混迷からの脱却を模索する現代世界  

 
２．＜本書の特色＞  
 第 1 に、国際政治経済学（以下、IPE と略記）の基本的理論や学説を概観したうえで、「政治

の優位」か「経済的土台＝経済基礎論」かという枠組みを超えて、「政治と経済の相互作用」を重

視するアプローチ（p.7）。そのうえで、本書では IPE の視点からグローバル化と IT 化（情報化）

の急速な進展をどのように捉えるかを正面から取り上げている（はしがき p.ⅲ）  
 第 2 に、グローバリゼーションの推進主体である多国籍な経営主体（多国籍企業や多国籍銀行

等）と国家アクターとの関係を IPE はどのように整理、説明するのか（p.9）  
 第 3 に、オバマ政権の基本的な性格と動向分析を通じて、21 世紀世界のポスト・アメリカング

ローリズムの行く末を見つめること（はしがき p.ⅳ）  
 
３．＜若干のコメント＞  
  グローバル化に関して、「グローバリゼーションという現代社会の一大潮流の中で、覇権国、同

盟国、新興国、そして敵対国という異質性、多様性を持った複雑な国家群体制をどう理解し、ど

う整序だてるか、（中略）どうしても IPE は説明しなければならない。（略）特に、資本主義と社

会主義との異なる政治・経済「体制」間の関係や、先進国と途上国との間の発展「段階」の異な

る問題（略）をどう理解するかは…重要な使命」（p.9）との問題提起がある  
（第 6 章）IT 化とグローバル化の進展の下での、多国籍企業の多様で複合的な対応の有りよう、
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問題のポイントは生産・調達・サービス提供の拠点としてのクラスター（産業集積）の存在、多

国籍企業は子会社を通じる企業内国際分業／地場企業との企業間連携など立地上の優位性を誇る

クラスターを活用できるか否かが成功の鍵、伝統的な国のもつ特性ではなくその中の特定地域と

いう「場」の優位性が脚光（p.131）  
⇒企業間連携の場合、生産においては TNC 側のクラスターの制置・固定化と途上国側のそこか

らの脱出・自立化（ｽﾋﾟﾙｵｰﾊﾞｰ）とが相克し合う（同ﾍﾟｰｼﾞ）  
⇒※先進国中小企業と途上国地場企業とのｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ（自主的・互助的共同化）の展開の可能性  

 
◎＜21 世紀社会への展望＞（関下氏の主張）  
「ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ」の試み、先進国中小企業と途上国地場企業との互恵的な生産者協力のﾈｯﾄﾜｰｸの形成

にはクラスターが前提、企業はブランド力を競いｺｱｺﾝﾋﾟﾀﾝｽに集中し分社化と企業間連携  
⇒多国籍化から取り残されてきた企業がｲﾝﾀｰﾈｯﾄを活用して国をこえて提携（p.34）  

※「グローバル化のポイントは現代世界を中心―周辺の二元的メカニズムで捉えるの

ではなく、…国境の境目を低くするボーダーレス化が浸透・展開する…一元的な

過程の進行（で）…この過程を主導し、組織するのは多国籍企業。グローバル（な）

生産連鎖を結ぶ環として多国籍企業のﾈｯﾄﾜｰｸ形成がなされ、その拠点としてクラ

スターがある」（p.146）  
⇒企業内（内部化）と企業間（外部化）の 2 つの伝播ルートを通じて、多国籍企業を中心とする

クラスターを結ぶグローバルなﾈｯﾄﾜｰｸの形成は成長軸としての一大回廊（巨大都市中軸）が国

を跨ってできる ⇒北米：アメリカ―メキシコ国境地帯（ﾏｷﾗﾄﾞｰﾗ）等々（p.146）  
  ⇒クラスター台頭とそれらを結ぶ一大回廊の形成は伝統的な国家規制の枠取り払う（p. 146） 
（第 12 章）国民経済的な一体性を破壊ないしは形骸化（p.291）、それぞれの特色ある「場」（p.279） 

他面で…⇒クラスターの連鎖とﾈｯﾄﾜｰｸ形成で人口集中、産業の集積、富の蓄積を促す（p.290） 
 
＜若干のコメント①＞ アメリカ―メキシコ国境地帯（ﾏｷﾗﾄﾞｰﾗ）の実態はどうか？…  
① アリゾナ州とソノラ州は州間でデファクト（de facto）統合過程ケース  

⇒1993 年に「ソノラ州－アリゾナ州地域経済開発戦略ビジョン」計画  
⇒「ソノラ州－アリゾナ州委員会（ la Comisión Sonora- Arizona）」  
⇒両州間の経済連携のための法的協定が確立 →（目的）両地域の地域産業発展の促進、人・

財・サービス自由化、州間越境的な産業クラスターの発展、産業回廊の創出（Gasca [2002]: 150） 
② 産業回廊と国境州の諸都市の関係（図 1）：①太平洋回廊（Sacramento, San Francisco, Los 

Angeles, San Diego～Tijuna, Tecate, Mexicali）、②西部回廊（Denver, Albuquerque, Phoenix
～Nogales, Hermosillo, Agua Prieta）、③中心部回廊（Detroit, San Luis, Dallas～  Cd. 
Juárez, Chihuahua）、④湾岸回廊（ Chicago, Kansas, Dallas, Huston, San Antonio～
Monterrey, Saltillo, Ramos Arizpe）。  

③ 各回廊の特徴：①電気機器部品、コンピュータ周辺装置、家電製品、②金属・鉄鋼、機械、

輸送機械、電気電子部品、③輸送機械、電気電子部品、化学、ｱﾊﾟﾚﾙ、皮革生産加工、④電気

電子機器、重・航空輸送機械、金属・鉄鋼、ｱﾊﾟﾚﾙ（Gasca [2002]: 139-142; Turner [2004]: 146-148） 
④ 特にテキサス州は全国境の半分以上をﾒｷｼｺを接し、中心部（ﾒｷｼｺｼﾃｨや北部産業都市ﾓﾝﾃﾚｰ）

への距離的近接性、貿易取引や生産過程連結（資材調達）を最短距離、かつ最短時間で実現  
⑤ テキサス州内では③中心部回廊と④湾岸回廊の二重展開、同州西部には、ｴﾙﾊﾟｿと隣接ｼｳﾀﾞﾌｱ
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ﾚｽなどの電気電子機器産業・自動車の集積都市、中心部回廊において墨側ﾁﾜﾜやｻﾙﾃｨｰｼﾞｮとい

った諸都市と米南部を結ぶ中間地として機能。同州東部ではﾀﾞﾗｽとﾒｷｼｺｼﾃｨ間に湾岸回廊が展

開、米ｻﾝｱﾝﾄﾆｵ、ﾋｭｰｽﾄﾝと墨ﾓﾝﾃﾚｰ、ｻﾙﾃｨｰｼﾞｮ、ﾄﾚｵﾝなどの産業都市が結合  
⑥ 域内分業は大陸内の空間上の観点から特定産業に特化する形で生産過程がセグメント化  
⑦ 地域産業は、米国と全

．
的
．
な紐帯関係を確立せず異なったある特定の都市と個別地域的

．．．．．
な紐帯

関係、それぞれ異なった深度
．．

で ⇒「国民経済的な一体性を破壊」（関下氏）  
 
産業の局地的展開（図 2）：  
⇔多国籍企業が立地特殊の外部経済のために特定地域で特定産業に特化しグローバル生産を指向

する資本の国際化それ自体が―NAFTA 下で展開された地域経済のモザイク化  
⇔「競争的な」企業とそうでない企業、「競争的な」都市と大部分の「競争的ではない」都市、多

国籍企業の付加価値活動ﾈｯﾄﾜｰｸに参加できる地域と多くの脱落する地域が選別化＝分断  
⇔北部マキラドーラの生産全体は中間投入財調達からﾃﾞｻﾞｲﾝ、販売、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞといった前方後方

連関を完全に管理、地場産業の下請参加は極小 ⇔前方後方連関が希薄なマキラドーラ型発展  
 ⇒この問題をどう捉えるのか？  

・外部経済による収穫逓増の法則とそれによる特定産業での産業集積の形成（Marshall [1966]） 
・産業の地理的集中は収穫逓増、輸送コスト、需要規模の相互作用に規定、利潤極大化のため

の空間的均衡点（Krugman [1991]）  
・資本主義にとって避け難い地理的不均等発展（D. ﾊｰﾍﾞｲ『空間編成の経済理論』）  

 
＜若干のコメント②＞ 80 代以降のアメリカ通商戦略・地域統合戦略の位置づけは？…  
 アメリカの競争力政策に関して、9 章では 80 年代後半の「ニューヤングレポート」の論理を

検討し（pp.190-202）、10 章では 90 年代ポスト冷戦期の競争力強化策を取りあげ、主に「競争

政策協議会報告」の論理と特徴を分析（pp.230-247）、11 章では 2000 年代に入ってからの「イ

ノベートアメリカ」の内容の考察と評価を行っている（pp.252-271）。  
⇒2004 年のイノベートアメリカは産業界のみならず、産学ならびに官民あげたイノベーション開

発を軸心とする競争力強化（p.251）   
⇒その内容も従来のように単なる製造業の競争力に限定せず、情報化の進展に沿ってアメリカ  

の新たなイノベーションの旋回方向を探る（同ﾍﾟｰｼﾞ）  
 
⇒85 年対イスラエル 2 国間 FTA 締結、89 年対カナダと米加 FTA 発効  

⇒プラザ合意以降、積極展開→レーガン政権の米国経済再生策が為替協調＋通商戦略に及ぶ  
←90 年父ブッシュ政権期の EAI 提唱 ⇒NAFTA 成立 ⇒EAI 構想から米州自由貿易地域  

⇒03 年カンクン WTO 交渉の頓挫 →多角的自由化から米州地域大の地域統合戦略  
⇒一方で、個別に 2 国間 FTA 網構築し、地理的範囲も西半球を超えて、アジア（韓国）、中東、

アフリカ、豪州へ、最近は TPP 
※ 米多国籍企業の海外展開…在外労働力編成の推移・変化（表 1）  
 
＜若干のコメント③＞ グローバルシティと移民流入と NAFTA の関連性は…？  
（第 12 章）グローバリゼーションの発展は巨大都市の存在を際立たせ国民国家の内部に巨大な

「グローバルシティ」、世界中から不法移民の波、従来の階級格差の基礎上に新たな多層的な格
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差社会が上乗せ（p.294） ⇒「グローバル原蓄」（p.295）  
• 米国ヒスパニック系人口約 4300 万人（総人口の 1/7）   
• 商務省長官やﾆｭｰﾒｷｼｺ州知事、ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ市長、最高裁判事、政・官・法曹界の重要ポスト  
• 2050 年米国人の 3 人に 1 人がﾋｽﾊﾟﾆｯｸ（米国国勢調査）  

移民流入問題の主要な論点：  
⇒その 1  大都市の機能変化と新たな職種  「NAFTA（メキシコ）の内部化」（表 2）  
◎生産拠点の世界分散と本社管理機能・専門的技能職の大都市への集中  

• 経済の「サービス化」が新たな低賃金労働力（ﾋｽﾊﾟﾆｯｸ労働力）の需要を創出   
• 特定州・大都市の事例分析（S. Sassen、伊豫谷登士翁氏など）  
• 米国への移民＝“直接的”労働力輸出  
• ﾒｷｼｺ国立人口審議会（Conapo）の指摘：在米ﾒｷｼｺ移民総数（07 年）3,026 万人（05 年全移

民の 29.5％占有）。絶対数では 90 年 1,409 万人から倍増  
• 職種別構成は専門技能職 14.8％、事務・販売サービス 25.1％、清掃員・ビル管理業務 17.6％、

農林水産業 2.3％、その他 0.3％と、多くが低賃金従事者  
 
⇒その 2  NAFTA の文脈：ｱﾒﾘｶ農業とﾋｽﾊﾟﾆｯｸの低賃金労働力  

• ﾒｷｼｺ：農業市場を開放後、大量のｱﾒﾘｶ穀物輸入攻勢で 400 万の穀物生産者が離農   
• 米国からﾒｷｼｺへの穀物輸出量は 94 年から 01 年までに 2 倍（1 億 1 千万ﾄﾝ、185 億ドル） 
• 主食穀物ﾄｳﾓﾛｺｼ：NAFTA 発効前の年平均輸入量 250 万トンから直後に 600 万ﾄﾝへ急増、

以前は輸入の 100％が事前許可制度の対象⇒輸入自由化、NAFTA では非関税障壁や事前

許可制度が輸入割当て（250 万ﾄﾝの輸入割当てと割当量の毎年 3％ずつ拡大）に取って代

られ、関税それ自体も大幅に引き下げ（15 年間で段階的引下げ）  
  ※  破産した農業者がﾒｷｼｺ農村から米国   近年は中米諸国からもﾒｷｼｺ経由で流入  

 
（関下氏）「グローバル原蓄の過程では新しいエリート達の「帰民」とともに底辺にうごめく人々

の「棄民」をも同時に増大。現下の世界的大不況は未曾有のリストラや解雇を進めているが、

その最初の犠牲者は外国人労働者や契約労働者である。（略）脱国民性にはほど遠い」（p.298） 
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